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話題１
「社会に開かれた教育課程」の実現



学校・地域の課題・願い
共有

対話に基づく
目標づくり

すべての人にとって
価値ある目標

「社会に開かれた教育課程」の実現の第１歩
～価値ある目標の設定・共有～

学校における教育課程の編成は、教育目標具現化に向けた取組の一つである。しかし、その
教育目標が、社会と共有されていなければ、連携・協働も生まれない。子供たちに育みたい力を
地域とともに考え、対話に基づく目標づくりが、 すべての人にとって価値ある目標となり、「社会に
開かれた教育課程」実現の第１歩となる。

価値ある目標の設定・共有

① 未来の姿を描く
② 使命感・役割を生む 
③ 情熱を生む

○ どんな子供を育てたいか（どんな力を身につけさせたいか）

○ どんな学校にしたいか
○ どんな地域にしたいか

熟
議



コミュニケーション力
（人間関係形成・社会能力）

挑 戦 力
（自己理解・自己管理能力）

創造（想像）的思考力
（課題対応能力）

情報活用力
（キャリアプランニング能力）

だれにでも気持ちのいい
あいさつをする子の育成

あきらめずに何度でも
挑戦する子の育成

情報をうまく
活用する子の育成

自分の知識や経験と
つなげて考える子の育成

○あいさつ運動の継続
○教科･道徳･特活での意図的･計画的･

継続的指導
○代表委員会で子どもたち自身が企画

○タブレットの基本的操作の習得
○情報収集能力の育成

(本、資料集、辞書、地図帳、
 インターネット など )

○生活経験や既習事項を関連させた
課題設定

○互いの考えをよく聞き、伝え合う
授業の実践

○マイノート(振り返りシート)の活用
○業間運動の推進
○生活チェックシートの実施

めざす教師の姿

本宮市立本宮まゆみ小学校令和３年度学校経営・運営ビジョン

めざす学校の姿
～楽しさいっぱい、

笑顔はじけるまゆみ小～

○トライ＆エラーを安心して
繰り返せる学校

○地域とともにある学校

めざす保護者の姿 めざす地域の姿
☆子どもと共に学び続け、成長する教師
☆同僚性を発揮し、チームとして子どもにかかわる教師
☆温かく子どもの心に寄り添う教師

まゆみっ子につけたい４つの力（キャリア教育の「基礎的・汎用的能力」育成の観点から）

・ 新学習指導要領
｢社会に開かれた教育課程｣
・ 第６次福島総合教育計画
゛ふくしまの和”で奏でる
こころ豊かなたくましい人づくり

・ 本宮市教育振興基本計画
・ 本宮市学校教育指導の重点

「笑顔あふれる共育のまち
もとみや」

☆先生との信頼関係を大切にし、共に子どもの成長を見守る保
護者
☆子どものチャレンジを全力で応援する保護者

☆子どもと同じ目線で考え、個性を尊重する保護者

☆大人も子どもも気軽に声をかけ合い、元気なあいさつができ
る「おせっかい」な地域

☆子どもの安心・安全のため積極的に子どもにかかわ
る地域

本宮市立本宮まゆみ小学校 令和３年度学校経営・運営ビジョン



○関係性の整理【シャフト・エンジン・エネルギー源は熟議（学びあい）】
➜ 「目指す子ども像」の実現には、学校と地域の連携・協働が不可欠
➜ 「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」をつなげて好
循環を生み出す軸（シャフト）としての「社会に開かれた教育課程」

➜教育課程とリンクするからこそ、学校づくりと地域づくりを意図的・計画的・
継続的に推し進めることができる（９年間を見据えた総合）。
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話題１ 「社会に開かれた教育課程」の実現



話題１ 「社会に開かれた教育課程」の実現

◎子どもの問題を中心とした学校を取り巻く教育課題について大人同士が
協議する場の必要性
➜コミュニティ・スクールの有効性（エンジンとしてのCS）
➜熟議（学び）をエネルギー源に！

△しかし、ワークショップ等を通して行われる対話や熟議自体に満足してあと
に続かなかったり、“学校の本丸”ともいえる教育課程を学校運営協議会
で議論の俎上に載せて、地域とともに改善しようとする学校がそもそも少
ない、、。
➜学校支援活動や放課後・土日における教育課程外の活動といった、
いわば“学校の二の丸や外堀における取組”が地域学校協働活動の
メインとなっているのが現状といえる。

✩ 教育課程という本丸にも踏み込み、学校にかかわる大人たちが対話や熟
議を通して考え、ブラッシュアップした実践を行ってほしい。

 それこそが「社会に開かれた教育課程」の実現に近づく道（方法）!
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話題２
不登校対応



話題２ 不登校対応

○ コミュニティ・スクールは、学校が抱える不登校問題にも効果を発揮してい
る。
➜学校運営協議会で子どもを取り巻く課題等について対話を重ねて学
校の実態、困り感を共有し、生徒指導上の課題解決にも取り組んで
いる。

➜主任児童委員等もつとめる学校運営協議会委員が中心

△ ここで注意が必要なのは、不登校支援の考え方が変わってきている点で
ある。文部科学省によると、不登校を「心の問題」としてのみ捉えるのでは
なく、広く「進路の問題」として捉え、「社会的に自立すること」を目指す必
要があるとしている。
➜学校への復帰を目指した支援を否定するわけではないが、このような
不登校支援の変化を理解せず、これまでの学校への適応や学校復帰
を強調する考え方のままでは、対応を誤ってしまうおそれもあるだろう。



○そうならないためには、学校にかかわる大人たちが自身の価値前
提にまず疑問を呈し、既存の価値観や知識等が時代遅れになって
いたり、妥当性を欠いたものになっている場合には、それを積極的
に捨て去り、より妥当性の高い新しいものに置き換える「アンラーニ
ング（unlearning）」という学びが必要とされる(安藤2019)。
とくに、不登校支援の考え方の変化のように、これまでの支援のあ
り方が時代遅れになっていたり、「つらくても学校に毎日行くべきだ」
という大人自身が少なからずもっている学校観が妥当性を欠いて
障壁となっている場合には、それをアンラーニングしたうえでの支援
を考えなければならない。

✩ このアンラーニングについて、哲学者の鶴見俊輔は「学びほぐし」と
いう絶妙な訳をつけている。キーワードは学びほぐし

話題２ 不登校対応



コミュニケーション力
（人間関係形成・社会能力）

挑 戦 力
（自己理解・自己管理能力）

創造（想像）的思考力
（課題対応能力）

情報活用力
（キャリアプランニング能力）

だれにでも気持ちのいい
あいさつをする子の育成

あきらめずに何度でも
挑戦する子の育成

情報をうまく
活用する子の育成

自分の知識や経験と
つなげて考える子の育成

○あいさつ運動の継続
○教科･道徳･特活での意図的･計画的･

継続的指導
○代表委員会で子どもたち自身が企画

○タブレットの基本的操作の習得
○情報収集能力の育成

(本、資料集、辞書、地図帳、
 インターネット など )

○生活経験や既習事項を関連させた
課題設定

○互いの考えをよく聞き、伝え合う
授業の実践

○マイノート(振り返りシート)の活用
○業間運動の推進
○生活チェックシートの実施

めざす教師の姿

本宮市立本宮まゆみ小学校令和３年度学校経営・運営ビジョン

めざす学校の姿
～楽しさいっぱい、

笑顔はじけるまゆみ小～

○トライ＆エラーを安心して
繰り返せる学校

○地域とともにある学校

めざす保護者の姿 めざす地域の姿
☆子どもと共に学び続け、成長する教師
☆同僚性を発揮し、チームとして子どもにかかわる教師
☆温かく子どもの心に寄り添う教師

まゆみっ子につけたい４つの力（キャリア教育の「基礎的・汎用的能力」育成の観点から）

・ 新学習指導要領
｢社会に開かれた教育課程｣
・ 第６次福島総合教育計画
゛ふくしまの和”で奏でる
こころ豊かなたくましい人づくり

・ 本宮市教育振興基本計画
・ 本宮市学校教育指導の重点

「笑顔あふれる共育のまち
もとみや」

☆先生との信頼関係を大切にし、共に子どもの成長を見守る保
護者
☆子どものチャレンジを全力で応援する保護者

☆子どもと同じ目線で考え、個性を尊重する保護者

☆大人も子どもも気軽に声をかけ合い、元気なあいさつができ
る「おせっかい」な地域

☆子どもの安心・安全のため積極的に子どもにかかわ
る地域

本宮市立本宮まゆみ小学校 令和３年度学校経営・運営ビジョン



（平成18年～コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育を開始）

三鷹市の中学生の不登校出現率
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小・中学校における不登校の状況について

▍ 不登校児童生徒数の推移 ▍ 不登校児童生徒数の推移 （1,000人当たり不登校児童生徒数）

▍ 不登校児童生徒数（上段）と1,000人当たりの不登校児童生徒数（下段）

● 小・中学校における長期欠席者のうち、不登校児童生徒数は244,940人（前年度196,127人）であり、
児童生徒1,000人当たりの不登校児童生徒数は25.7人（前年度20.5人）。

● 不登校児童生徒数は9年連続で増加し、過去最多となっている。

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
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小・中学校における不登校の状況について

▍ 学年別不登校児童生徒数

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

R１ 2,744 4,549 6,715 9,466 13,282 16,594 34,324 45,327 48,271

R２ 3,395 5,335 8,028 11,108 15,603 19,881 35,998 48,723 48,056

R３ 4,534 7,269 10,289 14,712 19,690 25,004 45,778 58,740 58,924
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出典：文部科学省「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」
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話題３
学校における働き方改革



◎教師のこれまでの働き方の見直しを通して、「子供たちに対して効果的な
教育活動を行うことができるようになる」ことが学校における働き方改革の
真の目的！
➜「真の目的」の理解がポイント
➜学校における働き方改革は、「学校組織全体の総合力の向上」と「教
員の長時間勤務の是正」という「二兎を追う学校づくり政策」に位置づ
き（藤原2019）、解決が難しい課題といえる。

✩ しかし、二兎を追う難題だからこそ、コミュニティ・スクールというツールを活
用し、教職員とは異なる視点をもった大人たちによる対話と熟議を通した
学びあいによって解決していくことが求められる。
➜拡大学校運営協議会の有効性
➜「とんど祭り」をきっかけにした岡山県の事例
➜学校行事から地域の行事へ

話題３ 学校における働き方改革



○「これまでの地域学校協働活動の棚卸し」を行ったうえで、学校運
営協議会での対話や熟議を通して学校の役割だけでなく、家庭や
地域の役割も含めて、つまり学校・家庭・地域の全体的なつなが
りと相互作用のなかで見直すことで、教職員の勤務負担軽減につ
ながった点が示唆的

✩ この取組は学校側による一方的な業務削減によるものではない。
学校運営協議会での学校にかかわる大人たちによる評価・改善
活動の「アウトプット（結果）」が地域行事としてのとんど祭りの
実施であり、それを契機に同校の「目指す子ども像」を実現するた
めに知恵を出し合って、より効果的な教育活動が展開されたこと
の「アウトカム（効果・成果）」として、二兎を追う学校における働
き方改革が進んだと考えられる。
➜CSの波及効果としての「学校の働き方改革」

話題３ 学校における働き方改革



学校経営の基本理念～「四つの対話」と「四つの満足」の重視

学習者本位

学校経営 学校の独自能力地域の教育力

教職員重視

対話

対話対話
対話

教職員一人一人を重視し、職場環境の満足度を高めなければ、学校経営の充実は図れない。

学校における働き方改革



○ 熟議テーマ 「教職員の子供と向き合う時間をどう確保するか」

○ 参加者 学校運営協議会委員 教職員（ほぼ全員） PTA役員

○ 出された主な意見
・ 保護者や地域が協力できることをやる。
・ 教職員の仕事の大変さを理解する。
・ 保護者や地域がやるべきことを学校に押しつけない。
・ 仕事量を減らす（行事の精選）

○ 熟議から生まれた取組
・ 学校評価の外部アンケートのICT化
・ 教職員の朝の交通指導の取りやめ 等

最大の成果は・・・
保護者・地域住民が、教職員の職務の大変さを理解してくれたこと

熟議は、相互理解と信頼関係構築の場→合意形成へ

（本宮市立五百川小学校の熟議）

熟議



▲コミュニティ・スクールを導入しさえすれば、学校が抱える課題を解決で
きるわけではない。

◎不登校や学校における働き方改革といった現在の学校が抱える課題
解決の鍵は、コミュニティ・スクールの積極的な活用による、学校にかか
わる大人同士の「学びあいと学びほぐし」が握っている。
➜教育課程を学校の「聖域」と見なす考え方、不登校をめぐる固定観念、
勤務時間管理の徹底が働き方改革の「目的」であるとする考え方など
の「学びほぐし」が大切！

➜学びほぐしは、学習者の基礎的な前提に疑問を投げかける周囲の人に
よって刺激を受けることによって促されるという。つまり、彼らの前提や価
値観を揺さぶり変容を促すには、「異質な他者」の存在が欠かせない。
その意味でも、学校運営協議会の委員にとどまらない、大人同士の「学
びあい」の機会を質量ともに充実させていくことが重要である。

おわりに
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県教育委員会、2023年6月号、pp.4-7。

✩熊谷愼之輔編『岡山発！地域学校協働の実践と協創的教員
養成： 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて』福村出
版、2023年。
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